
◆
人
の
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
歴
史
の
中

で
、
人
は
こ
の
世
に
生
を
受
け
、
ほ
ん
の
ひ
と

と
き
を
生
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
後
を
託
し
ま
す
。
こ
の
一
年

間
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
こ
の
世
を
去
っ
て

逝
か
れ
た
方
々
は
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
見
え

な
い
不
安
や
迷
い
苦
し
み
の
中
で
【
永
遠
の
希

望
】
の
讃
美
を
聞
く
に
つ
れ
、
救
い
や
希
望
が

あ
る
と
信
じ
た
く
な
り
ま
す
。

◆
十
月
二
十
五
日
（
月
）

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
の

蓑
内
医
師
の
ご
尊
父
様
よ

り
本
二
百
十
冊
と
本
棚
を

御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

集
会
室
図
書
コ
ー
ナ
ー
に

設
置
致
し
ま
し
た
。

◆
十
月
三
十
一
日
（
日
）
三
回
シ
リ
ー
ズ
第
二

回
目
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
を
知
る
会
」
辻
友
子
先
生

の
講
演
会
で
は
、
感
染
対
策
を
講
じ
つ
つ
多
く

の
入
居
者
が
集
い
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
三
回
目
は
十
一
月
二
十
八
日
（
日
）

芹
野
先
生
の
ご
講
演
で

す
。

◆
十
一
月
五
日
（
金
）

朝
礼
拝
で
す
。
近
江
八

幡
教
会
の
深
見
牧
師
よ

り
「
わ
た
し
は
道
で
あ

る
」
御
解
き
明
か
し
を

い
た
だ
き
感
謝
で
す
。
司
会
の
永
芳
様
、
奏
楽

の
多
尾
様
い
つ
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
十
一
月
五
日
（
金
）
〜
二
週
間
、
恒
例
の
文

化
祭
で
す
。
披
露
さ
れ
た
展
示
品
は
入
居
者
の

皆
様
方
の
心
の
こ
も
っ
た
新
作
ば
か
り
で
す
。

ど
の
作
品
も
堂
々
と
し
て
素
晴
ら
し
く
見
事
な

出
来
映
え
で
す
。
全
て
の
作
品
を
紹
介
で
き
な

い
の
が
と
て
も
残
念
で
す
。
来
年
度
は
是
非
と

も
信
愛
館
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
多
く
の

方
々
と
共
に
喜
び
合
い
た
い
と
願
い
ま
す
。

◆
十
一
月
十
六
日
（
火
）
社
会
福
祉
法
人
近
江

兄
弟
社
地
塩
会
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
上
半
期

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
等
の
承
認
を
得
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

◆
十
一
月
十
九
日
（
金
）
十
一
月
度
の
誕
生
会

で
す
。
中
村
伊
曽
子
様
、
坂
井
康
子
様
の
お
二

人
で
す
。
入
居
者
の
皆
様
と
共
に
さ
さ
や
か
で

す
が
御
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
穏
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す

様
お
支
え
し
た
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
良
き
ク
リ

ス
マ
ス
が
訪
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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